
































































































14-11b-6 痛普胡反 述本「普胡切j に作る
この項は本文・反切ともに大徐本と一致する。すなわちこの反切は大徐本からの寵入であ
り、反切も本来「普胡切Jであったとみなせる。







































































て(梅 1993の p.24、および東ヶ崎 1999)、匝母と確実に混用されているのはこの「員聴反j
のみである。この音節のみの特殊な読音があったか。
15-6a-6 倫力辰 反 述本「以辰反Jに作る












































































16-3b-7 禰子蹄反 証本「於師反j に作る
「梱 (W広韻』雨非切、微韻合口影母)Jおよび f子」が云母であるのに対して、「於Jは影
母、また同音字「園Jの反切が「子騎反j であることからすると、反切上字は「子Jが本来









16-15b-4 歎於目 反 証本・述本「子自反Jに作る













17-2a-4 鎮件検反 証本「侠検反Jに、述本「失検反j に作る
「頗j は『広韻』では「魚検切(攻韻魚母、他に「直稔切(寝韻澄母)J の音もあり )J で











































































































































19-10a-2 押侯甲反 証本・述本「侯甲反j に作る
「押 cw広韻』胡甲切、押韻匝母)J および「侯j が匝母であるのに対して「侠」は(繋伝
反切では)崇母、よって証本等の「侯甲反Jに従うべきである。




























































































「暗Jの同音字「害j の反切に「頑互反j があること、また「互j の俗字形として「まJ
があることを考えると、本来の反切は「頑互反j であったが、「互→ま→(牙→)乎→呼」の
ように誤写あるいは改変されたものと考えられる。































































































同音字(濁など)の反切が fJ1t渥反Jであることからすると、本来の反切は fJ1t渥反j で
あり、「水Jも「木Jも fJ1tJの誤写であると考えられる。
21-24b-5 撤片口反(反切下字を欠く) 証本・述本「片滞反Jに作る
































大徐本の反切が「侯央切j であることからすると、祁本 f~失爽切J は「侯爽切j の誤りで
ある。

















































22-9a-2 瞳連第反 証本・述本「連弟反j に作る
前出「漣Jの項を参照、証本等に従うべきである。












































23-4b-3 関連於反 証本・述本 f連子反」に作る
「間 (W広韻』力居切、魚韻来母)jおよび「於Jが影母であるのに対して「子Jは云母、
よって反切上字は f於Jが本来のものとみられる。反切校勘記 1の「曹Jの項(東ヶ崎 2008，
p133)参照。






同音字「額」の反切が「五夫反j であることからすると、 1玉本等の「奥j は「夫Jの誤写
であり、本来の反切は「五夫反Jであると考えられる。郡本の反切は「奥Jを「貴Jの誤り
あるいは下部の欠けた形と誤認したことによるものか。




























































































反切校勘記 1の「普j の項(東ヶ崎 2008，p133)参照。


























反 Cj"-など)J、見母音が「句委反(読など)J i溝委反(脆など)で、「五累反j と同じあるい
は類似の反切を用いている例は全くない。一方、正本などに見られる反切「丑果反」につい
ては、類似の反切「五果反(果韻合口疑母)Jが「屈j の反切として用いられている。これと












































よって反切上字は「於j が本来のものとみられる。反切校勘記 1の「曹」の項(東ヶ崎 2008，
p133)参照。
24-11a-2 ) 依必反 証本・集本「依少反」に作る



















24-20b-3 妙 於桑反 I王本「子尭反Jに、述本「子尭反」に作る
「妙j は『広韻』では「輔笑切(笑韻四等明母)Jの音のみを載せるが、『集韻』には f伊
発切(粛韻影母)Jの音も見える。「妙Jと「於j が影母であるのに対して「子Jは云母、よ
って反切上字は「於」が本来のものとみられる。反切校勘記 1の「審」の項(東ヶ崎 2008，p133) 
参照。
24-20b-4 掲於計反 証本・述本「子計反Jに作る
「絹 cw広韻~ r縄j に作り、於廟切、祭韻三等影母)Jおよび「於Jが影母であるのに対し
て「子」は云母、よって反切上字は「於Jが本来のものとみられる。反切校勘記 1の「曹j
の項(東ヶ崎 2008，p133)参照。




















































































































27-13a-1 輔 於締反 ?王本・述本「子締反Jに作る
「騎 (W広韻』於締切、紙韻開口三等影母、また「奇寄切(虞韻開口三等群母)J r於義切(葺
韻開口三等影母)Jの2音あり)Jおよび「於Jが影母であるのに対して「子Jは云母、よっ





























































28-5a-2 韻 符救反 I王本・述本「符九反Jに作る






























28-13a-1 筆婁審 反 述本「敷春反j に作る
「筆 (W広韻j]r弾Jに作り所審切、線韻合口生母、また「生患切(諌韻合口生母)Jの音も
あり)Jおよび「敷」が生母であるのに対して「婁Jは来母、よって述本に従うべきである。





28-18b-1 配浦妹反 述本「浦妹反j に作る








28-19a-2 醸許君反 証本「調君反」に、述本「謝君反j に作る
「醸([1広韻』許云切、文韻暁母)Jおよび「許Jf謝Jはすべて暁母。同音字の反切を見て
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